
　近年、音楽は、医療・教育・福祉など様々な領域での具体的な効果が指摘されています。たとえばリハビリテーションに
おける身体機能の改善や教育現場での子ども同士の関わりの促進、地域社会における孤立防止や交流の創出など、音楽は人
と人をつなぎ、共に取り組む基盤を築く可能性を持っています。
　本シンポジウムは、大阪公立大学大学院文学研究科文化構想学専攻文化資源学専修、同大学大学院リハビリテーション学
研究科、韓国・大邱韓医科大学中等特別教育学科の協力により開催され、次のテーマを取り上げます。

　　• コミュニティ音楽療法の実践（地域や集団の中で音楽を共有する取り組み）

　　• 発達性協調運動障害（DCD）に関する国際的な取り組み（手や体の動きを計画的に行うことが難しい発達障害支援に関する世界の研
　　　　究動向）

　　• リハビリテーション領域における音楽研究（音楽を活用した身体機能回復や生活改善の試み）

　　• 韓国の音楽療法の現状と特別支援教育への可能性（教育現場における応用の展望）

　　• 韓国の特別支援教育の現状と課題（制度や実践の最新動向）

　
　本シンポジウムのねらいは、日韓それぞれにおける音楽活用の現状を紹介し合い、互いに学び、交流することにあります。
教育・医療・福祉など多様な領域における実践や研究を国際的な視点から共有し、音楽が果たす役割を広く考えることで、
今後の展望を共に探る場とすることを目指します。

第一部　報告

・沼田　里衣 （ぬまた・りい）　　　      大阪公立大学大学院文学研究科文化構想学専攻文化資源学専修　准教授
　　「日本におけるコミュニティ音楽とあそび」

・井上　貴雄（いのうえ・たかお） 　       大阪公立大学大学院リハビリテーション学研究科　講師
　　「音楽的刺激の治療的エビデンスと活用について」

・朴    善姫 （パク・ソンヒ）　               　   大邱韓医大学中等特殊教育科　教授
　　「韓国における音楽療法の現状と特別支援教育への応用可能性の検討」

・島本 　淳子（しまもと・じゅんこ）　　 大阪公立大学大学院文学研究科文化構想学専攻文化資源学専修博士後期課程 3 年
　　「発達性協調運動障害（DCD）支援に関する国際的動向とピアノ学習の可能性」

・鄭 恩智（チョン・ウンジ）                          大邱韓医大学大学院特殊教育学科修士課程 2 年
　　「韓国における特別支援教育の現状と課題」

第二部　ディスカッション

お問い合わせ：大阪公立大学文化資源学会
　　　　　　　〒536-8525 大阪市城東区森之宮２丁目１番 132 号　大阪公立大学 
　　　　　　　　森之宮キャンパス 11 階菅原研究室
　　　　　　　sugawaram@omu.ac.jp( 文化資源学会会長　菅原真弓）
　　　　　　　jyunetica@gmail.com（担当　島本淳子）
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※どなたでもお気軽にご参加ください（事前申込不要、参加費無料）
※会場には PC やタブレット、スマートフォンをお持ちください。発表内容の対
訳原稿データをご覧いただきながら、ご聴講頂けます（逐語通訳はなし）
※第二部のディスカッションは、会場の皆様にお寄せいただいたご質問に応える
形で実施します


